
そうじウイーク
7月 6日 (月 )からの1週間は、児童会が企画した「そぅじ

ウイーク」でした。全校でそうじに集中して取り組むことで

そうじの輪を広げ、ピカピカな舞鶴

小をつくることがねらいです。

7月 8日 (水 )の業前の時間では、

1～ 5年生は自分の机の中や椅子

の足など教室を、6年生は児童玄関

など様々な場所を綺麗にしました。

この週の給食の時間にはそうじク

イズがあり、そうじの大切さやポイン

トを楽しく確認していました。

消防設備点検
6月 末の大きな地震や東京都の

小学校で起きた火災など、防災意

識をきちんと持つことの大切さを実

感する出来事が続きました。本校で

も、避難ばしご等の確認や防災マニ

ュアルを再点検など、万一のときに

子ども達の安全を守ることができるよ

う確認しました。保護者の皆様へも、

先日、震度5弱を観測する地震が発

生した際の引き渡しに関する通知を配布させていただき

ました。ご協力の程、よろしくお願いいたします。

7月 8日 (水)には、甲府地区消防本部中央署の査察係

の方に来校していただき、消防設備点検を実施しました。

専門家の厳しい日で本校をチェックしていただき、危険な

箇所に対して、再度、防災意識を高めました。

地域の皆様に
見守つていただいています
6月 24日 (水 )に、春日、相生、穴切の3地区の民生児童

委員である、山田様、岩下様、時澤様、武井様、鈴木様、

牛奥様が学校に来てくださいました。舞鶴小の子ども達

のことを長年見守ってくださっている皆様から、子ども達、

学校、地域のことを親身になって考えてくださっているお

話をお聞きすることができ、感謝の気持ちでいっぱいに

なりました。今回は、旗振りをしてくださる保護者や地域の

皆様の安全を気遣うお言葉もいただきました。舞鶴地区

は交通量が多く危険ですので、子ども達だけでなく、大人

の皆様も安全には十分気をつけいただきたいと思います。

前の週には、地域連携あいさつ運動に参加してくださ

った甲府保護司会の西会の保護司の皆様からも、子ども

達への励ましのお言葉をいただきました。

明日からの夏休み、子ども達には、ラジオ体操や地域

の行事などに積極的に参加し、多くの方が見守ってくださ

っているふるさと「舞鶴地区」を愛し、そこから羽ばたいて

いけるよう、元気いっぱい過ごして欲しいと思いました.
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7月 2日 (本)に、学校保健委員会が開催され、PTA本
部、教育研修部、学年部長の皆様と一緒に、学校医の先

生方からの貴重なお話を伺うことができました。詳しくは、

7月 10日 にスクリレで送付した「学校保健委員会だより」を

ご覧ください。

これから始まる夏休みは、夜更かし、朝寝坊、不規則な

食事など、少しの油断が生活のリズムを崩すことにつなが

ります。朝しっかり起きて体を動かす健康的な毎日を過ご

すために、地域で実施しているラジオ体操などは、とても

良いチャンスだと思います。ぜひ、上記の学校医の先生

方からのお話も含め、夏休みの生活について、ご家族で

じっくり話し合っていただきたいと思います。

『スイミー』の鯛議会
7月 15日 (水)に、2年生の国語

の教科書教材にある「スイミー」の

朗読会を行いました。

朗読やパフォーマンスは学校

司書と学習指導員が担当し、本校

に長年非常勤講師としてご勤務

いただいていた先生が歌唱とピア

ノ演奏をしてくださいました。

スイミーのゆれ動く心情や、目

の前に浮かぶような美しい海の情景が、心地よい歌声と

朗読とピアノ演奏で豊かに表現されていました。美しいピ

アノの音色が響くと、子ども達は物語の世界にぐっと引き

込まれ、静かに耳を澄ませて夢中で聴き入っていました。

着衣泳の授業
7月 16日 (本)に、今年度の水

泳の授業を締めくくる、6年生によ

る着衣泳の授業を行いました。

水着での入水とは異なり、服を

着たまま水に入った子ども達から

は、「体が重くて動きにくい |」
「泳ぎにくい !」といった驚きの声

が上がっていました。水難事故

は、このように心の準備がない状

態で突然起こるものです。

授業では、無理に泳ごうとせず「浮いて待つ」ことの大

切さを学びました。そのために肺を空気でいっぱいにす

ることや服に残る空気を利用することなど、浮力を実感す

ることにも挑戦しました。短い時間でしたが、命を守るため

の冷静な判断力を養ったりする貴重な体験となりました。

これから夏本番を迎え、海や川へ出かける機会も増え

る季節です。ご家庭でも、ぜひ、水の安全について話題

にしていただきたいと思います。


